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兵庫教育大学について

創立 昭和53年

学生数 1,597名

（学部 710 修士 762 ）

教員数 162名

図書館職員数 8名 (H21年度データ）

大学院を中心とした教員養成系大学

兵庫教育大学の基本理念 –３つのコンセプト-

・学校教育を中心とした理論的、実践的な教育・研究を進め
る「教員のための大学」

・教育・研究に関して国の内外に「開かれた大学」

・教育実践のたえざる改善・創造に向けて「発信する大学」

学校教育に関連する学術成果を国内外に発信するツールとしてのリポジトリ
→ スムーズな学内合意形成

大学の事業としての
位置づけ

H18年 8月 CSI委託事業採択（～現在）

H19年 2月 システム構築（Dspace1.3.2)

H19年 4月 学内試験公開

H19年12月 学外試験公開

（ハンドルシステム登録・ハーベスト申請）

H20年 3月 正式公開

兵庫教育大学学術情報リポジトリ HEART

http://repository.hyogo-u.ac.jp/

66%

25%

CSI委託事業

H18年度 システム構築

H19年度 紀要論文遡及

H20年度 学位論文遡及

H21年度 学位論文遡及

紀要論文

学位論文

登録コンテンツ割合（H21.6現在）



・全修士論文の書誌データを公開

・学内外から閲覧・複写依頼が多い

・H21年度中にリポジトリ・コンテンツとのリンク
予定

・要旨のアーカイブ先について検討中

（論題DB or リポジトリ）

修士論文論題データベース

http://www.lib.hyogo-u.ac.jp/kensaku/master.html

修 士 論 文 著作権処理

・電子的公開（一般公開・学内限定公開・公開
不可）について確認

・「図書館における複写」についても確認

・今後、指導教員の同意署名を得るかどうか検討
中。

修 士 論 文

著作権処理

過去の修士論文（～平成15年度）について電話及び書面に
より著作権処理。

修士論文論題DBの収録件数 6,690

同窓会名簿に基づき電話照会

（事業説明・住所確認）

2,992

許諾書発送 1,201

返信 840

リポジトリに登載を許諾した論文 762 許諾率＝許諾件数 / 返信数

修 士 論 文

H20･21年度実績

◆H19年度、著者（教員）に個別照会

「本学紀要に掲載された論文の著作権が著者にある場合、
リポジトリに登録してもよろしいか？」

→94％の教員が許諾

◆6誌についてOAジャーナル化を承諾（H21.1２現在）

→投稿規程の改訂例

「本誌に掲載された論文等は，兵庫教育大学学術情報リポジトリに登録

し，インターネットを通じて学内外に公開するものとする。」
（『学校教育学研究』）

「掲載された論文の和文要旨は，下記の研究科論文集ホームページ，及び兵
庫教育大学学術情報リポジトリ(HEART)において公開する。」

（『教育実践学論集』）

◆Dspaceの紀要ページを表示させるためには、メタデータに
sortkeyを設定する必要がある。

▲Dspaceの紀要ページ（カスタマイズ）

紀 要 論 文

教育実践資料データベース

・学校現場から収集した学習指導案や授業実
践記録などの資料を検索できる。

・収録データ656件中、155件について本
文PDFを学内限定公開。

教育実践資料 肖像権・プライバシー権の処理教育実践資料



選択的メタデータハーベスティング

dc.subject,ETYP:教育実践

教育系情報であることを示す接頭辞ETYPの
あるデータのみを収集

▼教育系サブジェクトリポジトリポータル
（東京学芸大学）

・権利処理、内容チェックを経た、公開可能な
資料36件(H21.12現在）を登録

教育実践資料

残念ながら兵庫教育大学の図書館には理学・工学の専門雑誌
は乏しい。そのような場合でも、各大学に所属する教員の論文
のリポジトリを充実させれば、インターネットから論文と同等
の情報を入手することができることになる。専門雑誌の論文が
手に入りにくい不利な環境でも、情報のハンデが軽減するとい
うことである。思い出せば、私が赴任してきた20年ほど前には
情報における陸の孤島のようであった。“井の中の蛙”にならな
いように他大学に行っては、セッセと最新の論文をコピーして
いたことを思い出す。
その後の情報化の発展は、田舎のハンデを一変させた。特に、

専門雑誌によっては、論文をPDFで直接入手が可能になったの
は革命的である。兵庫教育大学に居ながらにして最新論文が入
手できるのであるから、情報において都会と田舎の差は少なく
なってきている。

リポジトリユーザの声

科学研費による研究成果の報告の制度が変わり、一部の領域
を除いて従来の冊子体の提出義務がなくなった。しかし、電子
媒体の報告では容量の関係で充分に内容を理解いただけない。
したがって、私は、今年の報告でも冊子体を作成し、同時にそ
れをリポジトリに提供させていただいた。科研の成果は、広く
一般に公開することが求められているからである。
図書館で冊子をスキャニングしてもらいリポジトリに登録さ

れると、この報告書のインターネット上の場所を表すURLが、後
日通知されてきた。
さらに、この報告書がどれだけダウンロードされたかといっ

た利用ログも知ることができる。ログの精度は、わからないが、
結構利用されていることに驚いている。研究成果が、私の知ら
ない読者の元に届いているということは、新鮮な感覚で研究者
名利につきる。

リポジトリユーザの声

CSI領域2
「学術情報資源共有のための図書館間文献デリバリーサービスを
機関リポジトリ構築によって代替するための教員・図書館連携方式の開発」
主担当：小樽商科大学
連携：北海道大学・千葉大学・大阪大学・広島大学・金沢大学

http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?IRcuresILL

チームI’LL

IRとILLの両方を担当している担当者と、IRに興味の

あるILL担当者、ILLに興味のあるIR担当者からなる、

全国の大学図書館職員有志チーム

ブログ http://drf.lib.hokudai.ac.jp/ircuresill/

IRcuresILLプロジェクト

↑私もここにちょっとだけ関わらせてもらっています

IRcuresILLオープンアクセス週間キャンペーン （H21.10.19～23）

http://drf.lib.hokudai.ac.jp/oaweek/

ご清聴ありがとうございました。

兵庫教育大学附属図書館

学術情報チーム 永井

E-mail : knagai@hyogo-u.ac.jp
Tel : 0795-44-2062


